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１．「女子高等教育最寒時代」
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評に上る様なものがあるならば
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が帝国大学を中心とするが為に起れる弊害を改
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め、欠点を補ひたいと云ふのは、本校の目的の
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一つであります。










































































































































































































1917 年 3 月 27 日、文部省に申請した学則改訂が
























よって異なるものの、総じて、28 ～ 30 時間だった
のに対し、新学制では、最少 19 時間から最多の 25
時間程度を、学生自ら選択できることとした。その
結果、修業年限も 4 か年を基本としつつ、優秀な学
生は 3 か年を、また場合によっては 5 か年を選べる
こととなった。これによって修業年限は、基本的

















































































1 学年 2 学年 3 学年 4 学年
全体必修科目 実践倫理 2 同左 2 同左 2 同左 2体操 2 同左 2 同左 2 同左 2
部分必修科目 心理学 2 倫理学 2 同左 2英語 3 同左 3
小計 9 9 6 4
主専攻科目及び
基礎科目
家庭物理学 2 食物研究 3 同左 3
家庭化学 3 衣服研究 3 育児 2 家庭管理 2
生理衛生学 2 住居研究 2 看護・養老 2
家庭黴菌学 1 料理 3 同左 3 同左 3
小計 8 8 10 8




































































1 学年 2 学年 3 学年 4 学年
副専攻科目 国語概論 2 近代国文学 3 国文学史 2 同左 2言語学概論 2 中世国文学 2 同左 2 上代国文学 2
小計 4 5 4 4
自由選択科目
哲学概論 2 文学原理論 2 近代文学思潮 2 現代哲学思潮 2
生物学概論 2 本邦画 1 同左 1 同左 1
美術概論 2 同左 2
国民道徳 2
支那文学史 2
小計 4 3 5 9
合計 8 8 9 13
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要素を離すこと能はざるが如く、普通大学教育
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に於ても亦専門的教育を施こして其可能性を発
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展せしむることは人格養成の上に欠くべからざ
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ることである
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要求に応じたる本邦最初の女子高等教育機関で
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あつて、普通、専門の両要素を参酌して組織し
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て居るのである。
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をおこなう余裕のある少数派がつくりあげた
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は、この二元論を放棄することを意味する














































（ 9 ）『朝日新聞』1908 年 4 月 12 日、6 面。
（10）「天長の佳節に際して戊申の詔勅の御趣意を仰







ぐ」『家庭週報』第 164 号 1908.11.7『著作集』






















験検定資格は 1928 年 3 月に許可された。ま
た英文学部卒業生に対する英語科中等教員無




記念式に於て」『家庭週報』第 59 号 1906.5.5
『著作集』第 2 巻 660 頁、のち『進歩と教育』
（実業之日本社、1911 年。『著作集』第 2 巻に
収載）に収録。
（18）「国力の荒廃を如何にかすべき」『家庭週報』
第 104 号 1907.6.25『著作集』第 2 巻 783 頁、
のち『進歩と教育』に収録。
（19）宮田脩「女学界の現状と婦人の覚醒」『新女



















（20）成瀬は 1908 年 4 月 11 日の卒業式告辞で大学
拡張の意義について語り（「第五回卒業式告
辞」『家庭週報』140 号 1908.4.20）、「大学拡







（21）第 3 号より LIFE AND LIGHT と改題し第 6 号
（1911 年 7、8 月号）で廃刊した（前掲『日本
女子大学学園事典』327 頁）。



















（29）「 大 学 教 育 改 善 案 」『 教 育 時 論 』1107 号
1916.1.15、4 頁。なお同論文は『家庭週報』

































成瀬仁蔵の死の直後、1919 年 3 月 8 日に開か
れた「成瀬氏哀悼女子高等教育問題講演会」
において深甚なる哀悼の辞を述べている（『家








（37）『臨時教育会議』（文部省、1979 年）第 4 集 24







353 − 358 号（1916.2.11-3.17）に掲載された
（『著作集』第 3 巻所収）。











（40）1918 年 5 月印刷「日本女子大学校規則」付録
「入学志願者・学習科目選択の心得」1 頁（同
上所収）。

















いる（4 月 25 日の 3、4 年生、5 月 7 日 1、2






























（55）第 2 回毎月会『家庭週報』第 106 号 1907.7.6、
『四拾年史』134 頁。
（56）1907 年 8 月 4 日、大日本婦人農芸会員の日本
女子大学校園芸部参観時に行った「婦人と農
芸 」 と い う 講 話（『 家 庭 週 報 』 第 111 号、













状（The Educational Situation, 1901）3 カレッ
ジに関して」同上、303-304 頁。
（60）藤井千春は、同上書の解題で、デューイの教
育論を、「人間自身の知性的な努力によって
社会の改良が可能である」（ⅸ頁）と考える、
米国革新主義運動のメリオリズム（meliorism）
の教育論として位置づけるべきだと述べてい
る。この点でも「社会改良者」をめざして女
子高等教育に取組んだ成瀬と重なるところが
ある。
